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【 1 】以下のマクローリン展開を x5 次の項まで求めよ. ただし, 剰余項は不要である.

(1) ex.

(2) sinx.

(3) cosx.

(4)
1√

1− x2
.

(5) ex sinx.

【 2 】f(x) = arcsinx, (|x| < 1)とおく.

(1) f ′(x), f ′′(x), f ′′′(x)を計算せよ.

(2) 関数 f(x)は

(1− x2)f (n+2)(x)− (2n+ 1)xf (n+1)(x)− n2f (n)(x) = 0

を満たすことを示せ. ただし n = 1, 2, 3, ... .

(3) f(x) のマクローリン展開を x7 次の項まで求めよ. ただし, 剰余項は不要である.



【 3 】(解答続き)

【 4 】以下を計算せよ. ただし, 極力簡略化した結果を示せ.
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(5) x(t) = cosh t =
et + e−t

2
, y(t) = sinh t =

et − e−t

2
であるとき,

d2y

dx2
= −

　　

　　

.



【 3 】f(x) = log
1− x

1 + x
, (|x| < 1)とおく.

(1) f ′(x), f ′′(x), f ′′′(x)を計算し, f (n)(x) (n ≥ 2)を求めよ.

(2) f(x) のマクローリン展開を x5 次の項まで求めよ. ただし, 剰余項は不要である.

(3) 極限 lim
x→0

f(x) + 2x+
2

3
x3

x5
をロピタルの定理とマクローリン展開による 2通りの方法によって求めよ.



【 2 】解答


